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寒冷期の乳牛管理と問題点 

季節の技術 
県普及教育課専技 岡  秀 行 

 

防寒対策 

 乳牛は一般に暑さよりも寒さに対して強い抵抗力

をもっております。乳牛の栄養学上からいいますと、

体温維持のために最も栄養分の損失が少ない温度は

臨界温度の下限前後（15℃）とされており、もしも、

厳寒期に舎温が０℃以下に下るような場合には、寒

さのために家畜の体温がかなりうばわれますので、

体温維持のために余分の飼料を必要とします。 

 また、牛乳生産のためには、一般的に舎温 10～13℃

が最も理想的とされておりますが、気温と乳量、乳

脂率との間には大変に強い関係があります。しかし、

乳牛は高温（27℃以上）に曝されるよりも、寒冷に

対しては割合に産乳能力に影響を蒙らないものです。 

 さらに産乳能力と気温の関係については、品種に

よっても差異があるようで、例えば高温による乳量

の減少はホルスタイン種の方がジャージー種よりも

強く、反対に低温による影響はジャージー種の方が

強いという報告があります。 

 いずれにしても、一般には乳牛は寒冷に対する抵

抗力は強いものですが、もしも舎温が０℃を下る場

合（とくに夜間）は維持飼料としての必要養分をい

つもより沢山必要とするばかりでなく、泌乳量もか

なり低下するものでありますから、厳寒期には乳牛

舎の防寒について対策を講じなければなりません。 

 防寒対策としては、まず牛舎は酷寒期の夜間に舎

内で水が凍るようでは駄目で、出来うれば５～８℃

位の舎温を常に保ちたいものです。 

 物理学的には、動物体は一種の熱のラジエーター

でありますからことさらに暖房器具を設備するまで

もなく、乳牛頭数にふさわしい大きさ（１頭当り 4.0

～4.5 ㎡）の畜舎にしておきますと自温で適当な舎温

に保つことが出来ます。また、舎内の湿気が多いと

寒冷の影響が一段と大きく響きますので、乾燥した

状態を保つことがとくに大切です。 

 さて実際の防寒方法として、とくにストールバー

ン方式では、つぎのような点について注意したらよ

いと思います。 

（１） 畜舎の西北側から吹きこむスキ間風は、感

冒の原因になるので、適当に目張りを施しま

す。 

（２） 牛舎に天井板が張ってなければ、屋根裏に

稲ワラなどをきちんと積んで保温してやりま

す。 

（３） 牛舎がコンクリート床の場合には出来れば

その上に板を張ってやります。 

（４） あまり保温につとめて密閉の度がすぎます

と、換気不十分で空気が汚染し、かえって乳

牛の健康を害するので、適当に採光と換気を

考えることが必要です。そのためには、東側

や南側の窓は出来るだけ開放して空気の流通

をはかることが大切で、必要ならば換気装置

を設置します。 

（５） よく晴れた日には牛舎全面的に開放し、太

陽光線を畜舎内に入れて乾燥をはかり、夕方

には早目に窓をしめて、よく乾いた寝ワラを

豊富（１日１頭当り４kg 程度）に入れてやり

ます。 

 

寒さとルーズバーン 

 近時、とみに農村労働力は不足をつげております

が、反面農業構造改善事業の作目のホープとして取

り上げられている畜産、とりわけ酪農は予想外の労

働力を必要とするので、どのように酪農経営を省力

管理するかが、目下の急務となっている実状であり

ましょう。 

 乳牛の省力管理の方式としては、畜舎の構造（ス

トールバーンおよびルーズバーン）、酪農機械化（ミ

ルカー、ドライヤーなど）２回搾乳制の採用、ある

いは貯蔵飼料重点方式（とくにバンカーサイロの普

及）などが考えられます。このうち畜舎の構造は、
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近代的なものとしてキング式で、スタンキョン、ウ

ォーターカップを取り付けた、いわゆるストールバ

ーンが最もよく普及しております。ごく最近は、30

頭以上の多頭飼育経営では、アメリカ方式のミルキ

ングパーラーを備えたルーズバーンがかなり設置さ

れるようになって来ました。 

 すなわち最近我国では、乳牛に充分飼料を与えて

いる場合は、雨、雪、寒風を避けて乾燥した場合に

繋養するならば、零下１℃の牛舎でも 10℃の牛舎で

も同様の効率で牛乳を生産し、むしろ換気不良の方

が牛体や能力に悪く影響するといわれております。

実際に最近長野県下のルーズバーンを見る機会を得

ましたが、寒さによる能力低下よりも、乳牛間の弱

肉強食による栄養摂取の不均等化の方が、かえって

泌乳能力の発揮を大きく妨げているように推察いた

しました。 

 


